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小細胞肺癌は肺癌の中でも死亡率が高
く，特に抗癌剤でいったん治療をしても，
抗癌剤に耐性を持つ癌が出現することが問
題となっています。この為，既存の薬剤が
効かない癌に対しても作用する新たなメカ
ニズムを持つ薬が求められています。フラ
スコで培養した小細胞肺癌の細胞は，培養
液に添加された酸化亜鉛ナノ粒子を取り込
み細胞障害性抗癌剤としての効果をもたら
しました。これは主に癌細胞の中で生じる
活性酸素によって生じた抗腫瘍効果である
ことが分かりました。患者さん由来の小細
胞肺癌細胞を使った動物実験を行った結
果，マウス肺の中に酸化亜鉛ナノ粒子が移
行して，肺の中で増殖していた小細胞肺癌
細胞を死滅させる作用が認められました。

	既存の抗癌剤が効かない癌に対して，新たな選択肢となる治療薬として期待できます。

ナノテクプロジェクトセンター
Nanotechnology Project Center

酸化亜鉛ZnOは，昔からベビーパウダーや日焼け止めの原材料として，直接肌に塗布する用途に用いられてきた化合物です。
一方で，酸化亜鉛には活性酸素を発生する触媒としての機能を持っています。特にナノメートルサイズの粒子に作製された酸化
亜鉛ナノ粒子は，バクテリアに対する殺菌作用や，試験管レベルの研究では抗癌作用もあるという事が報告されています。そこ
で本プロジェクトでは，島根大学の高品質な酸化亜鉛ナノ粒子を作製する技術を用いて，肺癌の中でも悪性度の高い小細胞肺癌
に対し，抗癌剤としての酸化亜鉛ナノ粒子という有望な治療薬の可能性を示す結果を培養細胞実験と動物実験から紹介します。	

Zinc	oxide	(ZnO)	 is	an	 inorganic	compound,	and	has	been	used	for	many	years	 in	baby	powder	and	sunscreens.	
Notably,	ZnO	nanoparticles	are	also	known	to	be	active	against	bacteria	and	cancer	cells	in vitro	due	to	production	of	
reactive	oxygen	species.	In	this	study,	we	established	a	novel	producing	method	for	high	quality	ZnO	nanoparticles,	
and	we	focused	on	anticancer	activities	of	ZnO	nanoparticles	against	small-cell	lung	cancer	that	is	a	high	malignant	
type	of	lung	cancer.	Here	we	report	a	potential	therapy	of	ZnO	nanoparticles	for	small-cell	lung	cancer.
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社会的実装への展望

新規抗癌剤の候補となる酸化亜鉛ナノ粒子の開発および
ヒト小細胞肺癌の同所移植マウスモデルを用いた抗腫瘍効果の検討
Development of Anticancer ZnO Nanoparticles and Its Therapeutic Efficacy Against Human Small-Cell Lung 
Cancer in an Orthotopic Mouse Model
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酸化亜鉛ナノ粒子を含む生理食塩水

酸化亜鉛ナノ粒子によって癌細胞内に生じた活性酸素
（左）添加前，（右）添加後

酸化亜鉛ナノ粒子によってマウスの肺で死滅した癌細胞
（赤色）（左）治療無し，（右）治療あり

酸化亜鉛ナノ粒子の投与によって培養中の癌細胞が死滅していく様子




